
 

蓮沼地区地域審議会会議録 
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（会議経過） 

発 言 者 議 題  ・  発言内容  ・  決定事項 

事務局 

 

 

 

 

飯島委員 

石橋委員 

木島委員 

 

土屋委員 

 

 

 

 

加瀬委員 

 

橋本委員 

 

 

山崎委員 

片岡委員 

今関委員 

秋葉委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

座長 

 

 

 それでは、定刻になりましたので、会議を再開させていただきます。 

 私は後半の地区別会議の進行を務めさせていただきます金杉でござい

ます。よろしくお願いいたします。まずは、会議に入る前に、初めて顔

をあわせる方もおられるかと思いますので、各委員の簡単な自己紹介を

お願いしたいと思います。 

 飯島と申します。よろしくお願いいたします。 

はじめまして、石橋と申します。よろしくお願いいたします。 

木島と申します。前回に続きましてということで、皆さんよろしくお

願いします。 

私、３月 31 日まで、蓮沼にあります特養の、海のほうの老人福祉施設

の管理職をやっておりまして、65 歳になって退職をして、今関 紘さん

からお声がかかりまして、できるだけ地域に何か貢献できればなと思い

まして、参加させていただきました。ひとつよろしくお願い致します。

土屋でございます。 

 はじめまして、上谷に住んでおります加瀬と申します。よろしくどう

ぞ、お願いします。 

 はじめまして。こういう場の挨拶が苦手なのですけど。橋本です。よ

ろしくお願いします。初めて来たのですけど、右も左も分かりません。

よろしくお願いします。 

 先ほども言いましたけど、山崎です。よろしくお願いいたします。 

 中根区の片岡です。どうぞひとつよろしくお願いします。 

 南浜に住んでおります今関と申します。よろしくお願いいたします。 

 皆さん地区名を言ったので、私は殿下の方で公的団体ということで、

山武市の観光協会の方から来させていただいています、秋葉です。よろ

しくお願いします。 

ありがとうございました。それではお手元の会議次第に従い、議事に

入らせていただきます。まずは地域審議会の設置に関する協議第７条第

１項の規定によりまして、会長の互選をいただきたいと存じます。つき

ましてはそのための座長を選出していただきたいと存じますけれども、

どなたかいらっしゃいますでしょうか。もしいらっしゃらないようでし

たら、会長が選出されるまでの間、事務局の方で進行させていただきま

すが、よろしいでしょうか。 

 

（「異議ありません」との声あり） 

 

 ありがとうございます。それでは会長が選出されるまでの間、座長を

務めさせていただきます。よろしくお願い致します。それでは、会長の

選出につきまして、ご審議をいただきます。さきほど説明がございまし
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木島委員 

 

 

座長 

 

 

 

 

 

 

今関委員 

 

 

座長 

 

 

 

今関会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石橋委員 

今関会長 

石橋委員 

 

 

 

 

 

たように、地域審議会の設置に関する協議第７条第１項の規定により、

会長は委員の互選により定める となっております。どなたか適任と思

われる方がおられれば、名前を挙げていただけないでしょうか。 

 はい。木島と申しますけれども、前回もやっていただいた今関紘さん

に、今回も是非、会長の方を継続してやっていただければと思います。

よろしくお願い致します。 

 ただいま、会長に今関委員というご推薦がありましたが、他にご意見

はございませんでしょうか。 

 それでは、他にご意見がない様ですので、今関委員にお願いしたいと

思いますが、皆さん、よろしいでしょうか。 

（拍手） 

 全会一致といたします。ありがとうございます。それでは今関委員、

蓮沼地区地域審議会の会長としてご就任願えますでしょうか。 

 ご推挙をいただきました。ありがとうございます。微力でありますけ

れども務めさせていただきます。どうぞよろしくお願い致します。 

（拍手） 

 ありがとうございます。それでは会長より、就任のご挨拶と、開会を

お願い致します。なお会長が決まりましたので、これを持ちまして、私

の座長の職を終わらせていただきます。ありがとうございました。では

会長、よろしくお願いします。 

 事務局から、会長の挨拶ということでございます。少し長くやりすぎ

ているなというのが私の実感でありまして、大変気恥ずかしい思いであ

ります。しかし山武市がこれから行っていこうとすることには様々な問

題があるということは、承知を致しております。合併を推進した一人と

して、この二年間、務めさせていただきたいと思いますので、どうか皆

さまもお力をいただきたいと存じます。よろしくお願い致します。 

（拍手） 

 それでは、議題に入りたいと思います。副会長の選出について皆さま

におはかりを致します。もしよろしければ、私の方からご指名をさせて

いただいてよろしいでしょうか。 

 ご異議がございませんようですので、前回に引き続きまして石橋宏さ

んにお願いをいたしたいと思います。 

 ちょっと異議あります。 

 私が受けたのだからあなたも受けなさいよ。 

 いやね、やっぱり異議あります。私の意見も聞いてください。これか

らはですね、やっぱり山武市、後半のこの重要な時期ですね、山武市の

形成を担って行く人達はどうしても、若い世代に行かないといけないと

思うのですよ。そういう意味で、今回、皆さん委員の方も若返って、非

常に若い方がおいでになりますので、若い方の感覚で、こういったリー

ドをしていただく必要があるのではないかということですので、副会長



- 3 - 

 

 

 

片岡委員 

 

今関会長 

 

 

石橋委員 

 

 

今関会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さんも若い方でひとつ、私から指名させていただきたいのですけど。提

案させていただいてよろしいでしょうか。片岡さんあたり、どうでしょ

うか。よろしくお願いしたいのですが。 

 私はちょっと、今いろいろと忙しいので、今はやっぱり経験のある石

橋さんに是非お願いしたいなというふうに思います。 

 私の方から、ご指名をさせていただいておりますので、石橋さん、よ

ろしくお願い致します。 

（拍手） 

 いやちょっと、思惑が変わってしまいましたけれども。では何か、微

力でございますけれども、務めさせていただきたいと思います。 

（拍手） 

 ちょっとお時間をいただきます。議事録署名人はどうなっていたかし

ら。決めなくてはいけないでしょう、全部新しくなって。 

それでは会議を始める前に、議事録署名人の指名をさせていただきた

く存じます。新しくということでありますので、飯島委員と木島委員

に、議事録署名人のお願いをいたしたいと存じます。よろしくお願いし

ます。 

それでは、議題の第２の、地域審議会の今までの経緯と今後のスケジ

ュールについて、事務局からご説明をいただきたいと存じます。よろし

くお願いします。 

 はい。それでは、地域審議会の経緯ということで、ご説明申し上げた

いと思います。私、企画政策課企画係の伊藤と申します。よろしくお願

い致します。 

お手元の資料の２ページ目をご覧いただきたいと思います。蓮沼地区

地域審議会の経緯についてということで、第１期よりの経緯について記

載をされてございます。こちらの主だった事項について、私からご説明

させていただきます。まず第１期ということで、年度で申しますと、平

成 18、19 年度の２カ年ということになってございます。蓮沼地区は地域

審議会委員、全 15 名ということで、公共的団体代表６名、学識経験４

名、公募５名ということで構成されておりまして、地域審議会を６回、

その他勉強会等が４回開催されております。 

平成 18 年 7 月 21 日に第１回の地域審議会。会長、副会長の選出が行

われまして、運営要綱、今後の会議の運営といった議題について審議を

していただいております。 

10 月 11 日 勉強会ということで、「地域審議会について」「財政状

況について」といったテーマで、勉強会を行っております。 

続いて 10 月 19 日に第２回の地域審議会。こちらでは「山武市総合計

画策定基本方針(案)について」「山武市総合計画策定スケジュール（案）

について」といった議題となってございます。 

11 月 16 日 説明会ということで、「国保成東病院及び地域医療セン
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ターについて」といった事項についての説明会が開催されております。 

平成 19 年 1 月 30 日 こちらも同じく説明会でございまして、説明事項

といたしましては、「山武市役所の組織改編について」「行政評価を活

用した総合計画の策定について」といった事項になってございます。 

3 月 23 日 第３回地域審議会。議題については「平成 19 年度主要施

策について」「山武市総合計画について」「福祉問題について」「観光

イベントについて」といった議題となってございます。 

4 月 24 日 勉強会。こちらのテーマは「蓮沼地区のまちづくり」とい

うことで開催をされております。 

5 月 11 日 第４回地域審議会。議題としましては「蓮沼地区における

まちづくり」 

11 月 22 日 第５回地域審議会。議題としましては「蓮沼出張所の空

きスペースの有効利用について」「主要地方道飯岡一宮線バイパス建設

の促進について」 

平成 20 年 1 月 23 日 第６回地域審議会が開催されまして、「山武市

総合計画（原案）について」という議題となっております。 

またこの間に、下段に記載されておりますが、平成 15 年 5 月 15 日に、

地域におけるまちづくりに関する意見書が、各委員の意見をもとに提出

されてございます。その後平成 19 年 12 月 13 日にも、地域の発展・活性

化に関する事項について意見書が提出されてございます。また意見書の

内容につきましては、５ページ以降に具体的な意見書が載ってございま

すが、このときに提出された意見書につきましては、総合計画の策定に

あたりまして、地域審議会から提出された意見書の内容を反映させてい

ただき、現在の総合計画を策定させていただいているといった状況でご

ざいます。 

続きまして資料の３ページ目をご覧ください。こちらが第２期の地域

審議会の経緯ということで、年度といたしましては平成 20、21 年度とい

うことになってございます。委員全 12 名。内訳としましては、公共的団

体代表６名、学識経験４名、公募２名ということで、地域審議会を５

回、その他勉強会等を２回開催してございます。 

開催の経緯としましては、平成 20 年 5 月 23 日に第１回地域審議会。

議題については「会長、副会長の選出」「第１期地域審議会の経緯、今

後のスケジュールについて」 

7 月 8 日に勉強会。テーマについては「下水道事業について」「こど

も園事業について」 

7 月 22 日は説明会が開催されてございまして、説明事項は「山武市総

合計画について」という事項になっております。 

12 月 12 日 第２回地域審議会が開催されてございまして、こちらの

議題につきましては「地域振興基金運用益の活用方法について」という

議題となっております。 
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平成 21 年 3 月 10 日に、第３回地域審議会が開催されておりまして、

議題につきましては「地域振興基金運用益の活用方法について」「山武

市の公共交通について」となっております。 

平成 21 年 8 月 25 日に、平成 21 年度の第１回地域審議会が開催され

ておりまして、「山武市の公共交通について」という議題について審議

を行っております。 

平成 22 年 3 月 5 日 第２回地域審議会。「地域振興基金運用益の活用

方法について」「山武市地域公共交通総合連携計画について」という議

題について審議を行っております。以上が第２期についての説明になり

ます。 

続きまして、資料４ページ目をご覧ください。こちらが第３期となり

まして、平成 22、23 年度に開催された審議会の経緯になります。委員全

11 名。内訳としましては、公共的団体代表６名、学識経験４名、公募１

名ということで、地域審議会を７回、その他勉強会等を１回開催してご

ざいます。 

平成 22 年 7 月 6 日に第１回地域審議会を開催しておりまして、議題に

ついては「会長、副会長の選出」「第２期地域審議会までの経緯、今後

のスケジュールについて」ということで実施しております。 

7 月 15 日に勉強会を開催しておりまして、テーマについては「地域振

興基金運用益の活用について」「サマーカーニバル、ロードレース、防

砂林、成田空港対策について」ということで実施しております。 

9 月 28 日 第２回地域審議会。議題としましては「地域振興基金運用

益の活用方法について」 

平成 23 年 2 月 8 日 第３回地域審議会。議題は「防風林の現状と今後

について」 

3 月 11 日 第４回地域審議会ということで「成田国際空港の容量拡大

（30 万回）について」「地域振興基金運用益活用事業の提案について」

という議題について開催されています。 

平成 23 年 5 月 31 日 23 年度の第１回地域審議会。「成田国際空港の

容量拡大（30 万回）について」「地域振興基金運用益活用事業の提案に

ついて」という議題について開催されています。 

10 月 3 日 第２回地域審議会。「地域振興基金運用益の活用方法につ

いて」 

平成 24 年 3 月 28 日 第３回地域審議会。「復旧・復興計画につい

て」「山武市の公共交通について」という議題となってございます。 

以上が、日程と議題ということでご説明をさせていただきました。また

ただいまご説明させていただいた、概要が記載されておりますので、ご

確認いただきたいと思います。 

資料の 10 ページ目をお開きいただきたいのですが、先ほども少し触れ

られておりましたが、こちらが地域振興基金に関する、各地区地域審議
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会からの意見、提案についてということで、すでにいただいた意見を掲

載してございます。蓮沼地区に関する部分を読みあげさせていただきま

す。 

「平成 20 年度第２回、第３回において審議した結果、蓮沼地区は観光事

業を中心とした提案であった。その内容は次の通りである。 

観光地とは、きれいなイメージを相併せ持つことが必要である。地域が

できる活動として、地域の緑化や沿道清掃等があるが、その活動を促進

させるために必要な資材等の活動資金を助成したい。また、市の事業と

して定期的に地域イベントを実施することで、市内外から人が集まり、

そこには、人々との交流が生まれる。地域の活性化を促す地域イベント

は、市民の一体感が醸成されることにもつながることから、その運営資

金として活用することにしたい。」 

このような意見が提出されております。 

続きまして、次のページをご覧ください。11 ページ目になります。こ

ちらが各地区の今後のスケジュールとなっております。まず、一番上段

が、平成 24 年 6 月 26 日、本日でございます。各地区の地域審議会の合

同会議ということで、先ほど大会議室の方で開催させていただきまし

た。引き続き、蓮沼地区の地域審議会ということで、現在開催をしてお

ります。 

今後の予定といたしましては、8 月上旬に総合計画、これは後期基本計

画に関する審議会ということで、実施をさせていただきたいということ

でございます。 

またその後、9 月末頃になりますが、各地区の地域審議会における審議

ということで、「地域振興基金運用益金対象事業運用計画について」と

いった議題と「新市建設計画」こちらは総合計画を含みますが、執行状

況についてといった内容で、地域審議会を開催させていただきたいとい

うことでございます。 

その下に、各地区地域審議会で審議される事項ということで、こちら

は地域審議会の設置に関する協議第３条に基づくものとして、５つほど

記載がされてございます。 

① 新市建設計画の変更 

② 新市建設計画の執行状況 

この新市建設計画につきましては、具体的には、新市建設計画を含め

た総合計画に関する審議といったものが中心になろうかと思います。 

③ 地域振興のための基金の活用 

④ 新市の基本構想の作成及び変更 

⑤ その他、市長が必要とするもの 

というようなものが規定されておりますけれども、この中でも特に、こ

の第４期におきましては、新市建設計画の執行状況、地域振興のための

基金の活用について、重点を置き審議を進めていただくといった予定で
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ございます。説明としては以上でございます。 

ご説明ありがとうございました。ただいまご説明をいただきましたこ

とについて、何かご意見やご質問があれば、お受けしたいと思います。

大変恐縮ですけれども、議事録を作成する都合で、挙手をいただきまし

て、お名前をおっしゃってから、私の方から申し上げますので、ご発言

をいただきたいと思います。 

 考えてみれば、昨年の 3 月 11 日、空港会社から 30 万回の会議を開い

ている真っ最中にぐらぐらと揺れた訳であります。ずっと地域審議会と

いうのが、委員の皆さんの中には、「3 月 11 日、揺れたな」と、多分生

涯に記憶に残るだろうというふうに思う訳であります。記念すべき日に

地域審議会を開いていたという、あまり幸いな記念ではありませんけれ

ども、そんなことも思います。 

ご意見の中では、今後のスケジュールについてご審議をいただきたい

と存じますので、この地域審議会の中で取り上げてみたいというような

ご要望があればお受けをしていきたいというふうにも考えておりますの

で、そのことも含んでご意見をいただきたいと存じます。 

 市の方から今、示されているのは、総合計画と、それから新市建設計

画の執行状況についてでありますけれども、私達の地域の中には、様々

な問題が介在していることは事実でありますので、そういうことについ

ても、勉強会なり何なりを開きながら、活かしていきたいというふうに

考えている訳であります。どうぞご意見をいただきたいと存じます。 

 石橋でございます。これは総合計画と直接関係あるかわかりませんけ

れども、今回の震災にかかる、非常に蓮沼地区も被害を受けた訳でござ

いますが、その関係をもって、この 3 月の 11 日に色々と防災訓練が行わ

れた訳でございますが、関係者の方は非常にご苦労されて、大変だった

と思います。私も松尾まで実際に避難した訳でございますが、これにつ

いて、市の方、あるいはまた各地区の自治体、区会とか、そういうとこ

ろでも色々な計画されていると思いますけれども。市の方で、今回の防

災訓練におかれて、色々な問題が洗い出しされたと思うのですが、その

辺で、概要でもわかりましたら教えていただきたいのですが、どんなも

のでしょうか。 

ありがとうございます。そうですね、昨年度の事業として今年の 3 月

11 日に行ったのですけれども、その時には実は、市と、それから地域再

生協議会というところで、お手伝いをしながら行っている訳です。その

ことについての詳細は、それでは部長の方からお話いただけますか。 

 はい。総務の齊藤でございます。よろしくお願いしたいと思います。 

 今年の 3 月 11 日に、市として防災訓練を行いました。今、会長さんが

おっしゃるように、市だけではなくて、例えば警察とか消防とかも入っ

ていただいたり、地域再生協議会の皆さんも入っていただいたりして、

全体の訓練、津波避難訓練をやらせていただいたということです。これ
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については、市の災害対策本部を設置するような規模の地震が起き、津

波が発生する、ということの中で訓練をやりました関係上、どうしても

災害対策本部の動きが主体になった感があるように、私どもは感じてお

ります。ただそういう中で、私の手持ちのメモですと、1,093 世帯、

2,138 名の方が参加してくれたというメモになってございます。こういう

参加してくれた方は、避難して、それでもう帰るということで、それだ

けの訓練で良いのかというような課題も投げかけられてはいるのですけ

れども、災害対策本部全体の流れというのは、ある程度、当日で確認で

きたと思っていますし、訓練そのものの課題というものもある程度浮か

び上がってきております。そういう中では、これからどうするかという

話ですけれども、今年度も防災訓練をやっていくということになりま

す。もちろん継続しなければなりませんので、今年だけではなくて、こ

れからも続くという中の、24 年度どうするかということですけれども、

どうしても非常時は、行政だけではなかなか対応しきれない部分が、ご

承知のようにあります。そういう中では、よく自助・共助と言われます

けれども、自分でその時、何ができるか、最大限どうすることができる

かというようなことを日頃、地域の皆様方、あるいは自分たちで備えて

おかなければいけないということになります。山武市防災情報という冊

子を全戸に配布させていただいて、津波、地震、色々なものの対応につ

いてのご紹介をさせていただいておりますけれども。 

そういう訓練をしていく中で、今年は特に、自主防災組織というもの

が、当蓮沼地域ではできているということでもありますので、これは会

長さんがたまたま自治会長さんであるし、連合会長さんでもあるという

ことでもありますので、今関会長のお話からもあったのですけれども、

是非その自主防災組織というのを主体とした訓練をしていきたい。で、

まだ発表は広くしていないのですけれども、そういう自治会長さんや事

務局の中の案では、11 月 11 日を訓練の予定日と定めて、中身はどうい

うふうにやっていくかということは、これから詰めさせていただくので

すけれども、私どもとすれば、自主防災組織というものを、地域におけ

る、なんていうか、自分たちのチームを作ってやっているのだというと

ころを、一緒に動いてやっていけるような訓練になればなということ

で、今年度は考えております。とりあえずそういったところです。 

はい。どうもありがとうございました。 

どうぞ、飯島委員。 

飯島でございます。石橋さんの関連質問ということで、一言申し上げ

たいのですけれども、今、部長さんの方から、11 月におやりになると。

3,000 人足らずの、蓮沼の人数からすれば相当な数の避難訓練で、参加者

が多かったということは、それだけ一人一人が危険意識を持っていると

いう証ではないかと思いますけれども。前回、ここの合同で会議を開い

たときに自分たちが見せていただいた、旭から一宮、この九十九里周辺
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の津波の実態ですね。県警の方から何か映像を見せていただいたのです

ね、会議が始まる前に。あれをですね、そういう避難訓練をされて解散

する前に、一人一人に更にもう一歩、危機意識を持っていただくような

形で、あれを見せた方が、その後の意識にも、より効果的な避難訓練が

できるのではないかなという気がするのですけれども。 

画像は県警の方で保管されているということで、市の方では自由にな

らんというお話を伺ったことがありますけれども、あれを何か、市の方

で自由に使えるような手立てがもしあれば、それを用意されて、そうい

う場を活用して、一人一人、市民に知らしめたら、より避難訓練の効果

に繋がっていくのではないかなと私は思うのですけれど、いかがでしょ

うか。 

飯島委員から、大変示唆に富んだお話であります。映像の取り扱いに

ついては今、山武警察署にあり、それは使える訳ですけれども。なかな

かその示唆に富んだと申しますのは、その映像を市の方で保管しておい

て、自由に、見たい時に警察にお願いをするのではなくて、市で貸出が

できるという方法が取れるかどうかという、とてもいい方法だと思うの

ですけれども。その辺りのことをどうぞ、市の方からお願いします。 

実はタイミングの良い質問をされました。警察の方も、あれは警察の

方の記録なものですから、一般にどんどん使っていいですよというふう

にはいきませんでした。見せていただくときには山武警察署にお願いし

て、山武警察の方が来て、その DVD を映し出してくれると、そういうこ

とでした。それでは…ということで、市長自らが警察の方に申し出まし

て、ちょうど今、こういう形であれば使っていいですよというのを市の

方にいただきましたので、今、編集している最中ですから、今年は機会

があれば使えるという状況になってくると思いますので、使い方につい

てはまた、こういうふうに使いたいというのがあれば、消防防災課の方

に言っていただければ。そろそろ、もう間もなくできる頃になりますの

で、使っていただければと思います。 

ありがとうございます。 

さて、どう組み替えていきましょうか。この次に意見交換という形で

（４）の中にある訳ですけれども、そのことも含めて皆さんと議論いた

したいと存じます。大変申し訳ありませんけれども、（２）の方はこの

辺にしていただいて、（３）市民提案型交流のまちづくり推進事業審査

会委員の選出について、をお諮りいたしたいと存じます。事務局からご

説明いただけるでしょうか。 

 はい。それでは議題の（３）市民提案型交流のまちづくり推進事業審

査会委員の選出について、ということで、ご説明させていただきたいと

思います。お手元資料の 12 ページをお開きいただけますでしょうか。こ

ちらは先ほどの全体会議の中でも少し触れておりましたが、市の市民自

治支援課の方で所管している事業ということで、市民提案型交流のまち
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づくり推進事業というものがございます。この事業の趣旨としまして

は、12 ページの上段に記載されておりますけれども、協働と交流のまち

づくりの推進を図るため、NPO やボランティア、自治会などの市民団体

が自主的主体的に企画し、他の団体との連携を持ちながら実施する事業

で、事業実施の結果、人々の交流が生まれ、市民の連帯が強化され、地

域資源の発掘や周知となり、安心で安全な生活ができるようになる事業

を提案し、審査の結果採択された事業に対し、事業実施にかかる費用の

一部または全部を補助金として助成する事業といったことになってござ

います。またこの資料の 13 ページをご覧いただきたいのですが、６と書

かれたスケジュール（25 年度事業）というところが、具体的に関わって

くる部分となりますが、事業の募集ということで、こちらが平成 24 年度

の 8 月からを予定してございます。②としまして、黄色で塗られていま

すが、書類審査、公開プレゼンテーションということで、10 月頃を予定

しております。その後、採択される団体等が決定され、交付申請等の提

出がありまして、⑧成果報告会ということで、こちらの採択された事業

に対する、その事業が実際どういった成果があったのかというものが報

告されるといった会議があります。こちらが３月下旬頃ということで、

予定をされております。この市民提案型交流のまちづくり推進事業の審

査をしていただく委員の方を各地区の地域審議会から１名、選出をして

いただきたいということで、お願いをするものでございます。この蓮沼

からも１名、委員として参加をしていただきたいというふうに考えてご

ざいますが、実際にご参加いただくのは、今ご説明をいたしました、書

類審査・公開プレゼンテーションの１回と、成果報告会への参加。また

この間で、必要に応じて１回程度、この審議会にかかわる部分で参加を

いただきたいということで、全部で２回から３回程度のご出席をいただ

くといったものになってございます。この審査会にご参加いただく委員

の選出をお願いしたいと思います。説明としては以上です。 

 ありがとうございました。ただいま事務局からご説明がありました、

１名の選出ということでありますけれども。どなたか、楽しそうだ、や

ってみようという方、いらっしゃいましたらお願いをいたしたいと存じ

ます。 これ 30 万だったっけ、50 万だっけ。これ２つなかったっけ。

30 万のと 50 万のと。 

限度額ですか、それについては 13 ページの５と書かれている部分の、

補助金額と書いてありますが、スタート部門については上限が 30 万円、

ステップアップ部門については上限が 50 万円ということで記載がされて

ございます。 

ありがとうございます。飯島さん、いかがですか。 

委員、いやいや、いいです。今まではどなたか、一名というお話でし

たが、どなたかが出席されていたのですよね。蓮沼ではどなたが、会長

が。 
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私が行ってたの。 

では会長がよろしいのではないですか。私、飯島ですけど、そう思い

ます。 

（拍手） 

では、会長、拍手をいただきましたから。 

そうですか。はい、それでは私が出ることにいたします。それでは、

今関紘がご参加をさせていただくということで決定をいたします。 

それでは先ほどの、これどうしましょうか。何時くらいまで時間いた

だけますか、皆さんで。時間がなければ、次の勉強会に持ち越すという

こともある訳ですけれども。 

ざっと、では、私の方から、皆様にご審議をいただきたいというの

は、２点あります。 

一点は先ほど話が出た、今年の 11 月 11 日に市の方が計画している避

難訓練についてであります。私の方も、市の方から、区長会長としてご

説明をいただいています。これは当然、消防の皆さんともご協議をしな

がらということでありますけれども、市の方のご意向が、避難訓練と、

避難訓練が終わった後、というのですか、その後、避難所を設定して、

その避難所の運営にどういうふうに関わっていくかという問題について

も、今年の 11 月 11 日の訓練では、してみたらどうでしょうかというご

提案を受けています。で、そのスケジュールとか内容については、消防

防災課の方に詳しい計画を、事務局として作ってみてくださいというこ

とであります。 

その前に、蓮沼に自主防災組織という組織が存在しています。大体の

人はわからなかったです。私も今年の３月 11 日に避難訓練をするのにつ

いて、自主防災組織が一緒にする。え、そんなものがあるのかい、とい

うことで、初めて知った訳ですけれども、実はその自主防災組織という

のは、蓮沼の中に、合併する前に作ってありました。各地区ごとに自主

防災組織というのがあって、区民館の中には、さまざまなサポートをす

る用具が入っているものもあります。鍵もちゃんとありますし。開けて

みたら中に何が入っているかはちょっとわからないですけれども、まあ

まあ、古くなって、誰も一回も開けていないということでありますか

ら、大変悲しい事態ですけれども。でも、形として地区にはありました

ので、それを統括する、蓮沼の連合体としての自主防災組織というのを

作らなければ仕方ないだろうという考えのもとに、区長さんと話をし

て、今年の３月 11 日の訓練をした後、区長さんにお集まりをいただい

て、蓮沼地区の全体を統括する自主防災組織というのは、ペーパーの上

ではありますけれども作りました。 

それにこれからどういうふうに魂を入れていくかということでありま

すけれども、区長会が自主防災組織の役員を兼ねるということで、区長

の皆様にはご了解をいただいてあります。それで作ってあります。それ
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は蓮沼の人たち、皆さん、お分かりにならないでしょうから、今年の 11

月 11 日にその訓練をして、消防や自主防災組織という、大きい何か、皆

さんに見えるようなものを、是非作っていこうというふうに考えていま

す、 

どういうふうな方法で行うかについては、これから市と協議をしてい

きますので、詳細についてはまだ皆さんに申し上げる状態にはなってお

りません。ということになっておりますので、このことについて詳しい

話が、市の方から説明があったときに、また会議を開いて皆さんと、私

達市民が、どういう形で行っていくかということについて、皆様とご議

論をいただきたいというふうに思っています。 

なぜこの問題を市民がしなければならないかということについてであ

りますけれども、私、こう考えたのですね。自治会というものが存続す

る一大テーマというのは、市民の生命と財産を守るというふうに地方自

治法には書いてある訳であります。しかし想定外、私どもがこういう災

害にあたって、それでは自治体に何をしてくれというようなことは、で

きない。つまりこれはもう市民が自分たちで行わなければならないとい

う前提に立って、これからそういうことについては行っていかなければ

ならないのだろうというふうに考えた訳です。ですから、それは区長の

皆さんにも、避難をする私達にも、よくそこのところはご理解をいただ

いて、これから行っていかなければならない。 

つまり、地方自治体が今まで、行政として持っている仕事の範疇を超

えたことであるというふうにご理解をいただけたらいいと思います。い

ずれにしましても、それが詳しく出た段階で、また皆様におはかりをし

て、ご意見をいただきたいというふうに思っています。 

それからもう一点は、前にもご議論をいただいてありますけれども、

出張所の利用についてであります。昨年の３月 11 日に大変大きい、蓮沼

地区、山武地区を揺るがすような津波が来ました。これからそういうも

のに備えなければならないということは、確かであります。で、市の方

としても避難タワーを作ろうかなというお考えがあります。それは私達

も大変望むところでありますので、そのことについて皆様のご意見をい

ただいて、地域審議会として市の方にご意見を申し上げたいという思い

がある訳です。 

さて、この問題になったら、時間がちょっと足らないというのが現実

でありますけれども。今私の方からとりあえず、というのでしょうか、

どういうふうにして作って、というようなことについて簡単に思います

と、あそこのところに３階とか５階とか、まぁ 10 階も 20 階もという訳

にいかないでしょうけど、かなり高いタワーを建てていただいて、そこ

を避難所として機能できるようなものにしていただく。で、それだけで

はもったいない。今度は、それをどういうふうに活用していくかという

ことについて、皆様のご意見をいただきたい。 
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つまり、あそこは道の駅のすぐ近くですので、それをサポートするよ

うな機能を持ち合わせる、ということも一つの案ですし、蓮沼の人達が

もっと他のものとして使いたいというお気持ちがあるかどうかというこ

とについても、お考えをいただきたいということと、蓮沼のシンボルに

なるような、蓮沼を中心にしてそこを、皆が集えるようなものであって

ほしいという願いもある訳でありますので。 

議論するのに、今から、暗くなってしまいますので、その辺のところ

は今、申し上げておくだけで、適当な時を見て、意見をいただいて、審

議会としての意見を市の方にしたいというふうに思っています。どう

ぞ、飯島委員。 

いやいや、いいです。 

でも、ずっとこうやっていると１時間も２時間もかかってしまう。 

今、会長の方から色々な、避難の計画の中で、良いご意見だとは思い

ますけれども、その前に私、個人的に、先月でしたか、市役所の方から

津波のハザードマップが来ましたね。何メートルまではここですよ、あ

とこれだけの津波が来たらこの地域まで、と。各家庭に配られたと思う

のですけれども。ですから先ほどの避難訓練も、ただ漠然と避難訓練を

するのではなくて、今回の津波は 10 メートルを想定しているのですよ

と。10 メートルの大規模の津波が来るから、皆さん避難してください

と。そうしたら、ではスポーツプラザで OK ですかといったら、ダメな訳

ですよね。もっと先を想定していかないとならない訳ですから。そうい

う避難訓練がこれから何回もあろうかと思いますけれども、今回はこの

規模、今回はこの規模と、やっぱり色々な対応をしていく訓練を、一つ

の方法として、やられた方がいいかなと。 

もう一件、その避難タワーですね。今回、ホテルマリーノとホテル浪

川荘と、サンクチュアリ等々、山武市が契約されたと思うのですけれど

も、ただ契約されただけで、ではそこに避難された人たちの避難物資が

全然届いてない、何もないですよね。ただここに逃げてくださいよとい

うだけで、ではその後のことは、やはりある程度、避難物資的なものを

行政の方で考えていただかないと、困るのではないかと思うのですけれ

ども。そういうところは一切ないのですよね。 

ありがとうございます。 

それで、最終的にはあそこの出張所を壊して新しいものを建てるの

が、やっぱり必要かと思いますけれども。 

これ、二つは全然別と考えて良いのですよね。こういうふうにお考え

いただいたらいいと思うのですよね。先ほど私、申し上げましたけれど

も、避難というのについて、ですからこれはきちっと議論しなければい

けないと思っているのですよ。例えば、10 メートルの時を想定したら、

蓮沼のスポーツプラザというのは、避難所足り得ないのですね。もっと

別のところということなる訳ですけれども。 
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例えば 10 メートルと想定したとしても、話が少し変わりますけれど

も、避難所の運営について市民がどう関わっていくかという問題につい

ては、大平の小学校でやらなくても、蓮沼のスポーツプラザで、それを

想定して行うということもできる訳ですよ。つまり、避難所の運営をど

うするかということについて、まぁ一番きちっとするのは、では大平の

小学校で、私達が行って、どうやって、つまり、行政に何かを持ってき

てくれではなくて、そういうことについても私たちがどういうふうにし

たらいいかということを、きちっと議論する、というのでしょうか。 

先ほど申しましたように、この事態は行政の枠を超えた事態だという

ふうにお考えをいただいて。多分、今ね、東北で起こっていることはそ

ういうことなのですよ。行政が何かをしようと思ったって、できる範囲

を超えてしまっている。自分たちが自分たちで、どう結束して行ってい

くかということについての考え方を全く新しくする必要がある事態に立

ち至っているとお考えをいただいていいと思う訳ですよ。 

ですから私はこう考えるのですよね。そういうことについて、きちっ

としたプランニングをする。それはもう行政と話をして、もし今、飯島

委員から話があった「食料が届かない」、それは、では私達でどうした

ら良いかということについて、きちっと訓練で行っていくということ

を。行政に届けてくれと言ったって、行政はその時、消えてなくなって

いる訳だから。そういうふうにお考えをいただいた方が良いというふう

に思っています。 

すいません、一つよろしいでしょうか。 

どうぞ、山崎委員。 

私はまだ蓮沼地区で消防団に関わっているものですから、補足といっ

たらおこがましいのですが、ちょっと現状をお話させていただきたいと

思います。平成 24 年度から蓮沼の消防団も５部体制になりました。今ま

での南浜、平区、それと八区、九区の部が統合になりました。それが、

24 年度からその体制で、今動いております。で、蓮沼地区は合併前に小

型ポンプのついた水槽積載車という車に随時変更していただきまして、

災害用に対応できる水を１トン積んでおります。ですから、上水道の水

しか積載しませんので、２週間に一度、点検も兼ねて入れ替えておりま

す。ですから蓮沼地区で５トンの水を、今、車両に積んで、非常災害用

にも使えるようには備えております。ですから海岸線に２部、あと３部

で５部体制ということで運営させていただきますので、よろしくお願い

します。 

それとさっき、会長さんがお話しした、私、平成 22 年度の殿下の総合

区長だったのですが、区長を変わるときに防災倉庫の鍵といって、引き

継ぐ訳です。で、試しに開けてみました。自主防災組織用の、区民館に

金属製の縦長の小さい物置があります。その中に入っています。ちなみ

にブルーのヘルメットが５個、担架が１、もう電池が爆発した懐中電灯
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が４つか、５つかな、くらいしか入っておりません。これは各地区の区

民館にあります。 

それでもう一つなのですけれど、これは今、施設の維持の問題で、設

備に関することで、マリーノさん以外に、サンクチュアリさんと浪川荘

さんは、水周りの設備の維持で、うちで入らせていただいています。浪

川荘さんは、高架水槽方式ですから、電源がダウンしても４トンくらい

の水は使えます。屋上にタンクがありますので。マリーノさんとサンク

チュアリさんは、今、全体のビルの主体なのですけど、電源がアウトす

ると、地上式のタンクしかありませんので、水が出ません。ポンプが回

らなければ水が出ません。目先にあるタンクで。ですから浪川荘さん

は、多分厚生労働省の検査は５トン以上ですから、５トン弱の水は屋上

に上がっていると思います。まあ、水があればなんとかなる場合があり

ますので。実際、３月 11 日も、一番困るのが、トイレが使えなくなるも

のですから、スポーツプラザに仮設水槽を作って、バケツで水を運んで

くださいという方法をとりましたので。 

あとは、５部しかありませんので、常時点検して動かしている発電機

は５台あるということと、照明灯の大きいのが５基あるということで、

一応常時、既定のタンク内はガソリンの維持はしておくようにという指

示はしてありますが。以上、まとまりませんが、そういう流れでやらせ

ていただいております。 

ありがとうございました。 

いいですか。 

どうぞ、飯島委員。 

阪神淡路大震災、あの時に、今山崎委員がおっしゃった水の問題で、

では蓮沼も、ガチャポンを設置しようと。そしたらいかがっていうこと

で、私が提案したことがあるのですよ、教育委員会で。蹴られましたけ

どね、実現しなかったですけれども。あれを各区民館にね、一基ずつセ

ットしても、応急的には何かになるのではないかと思うのですけど、ど

うでしょう。 

よろしいでしょうか。では山崎です。多分、大丈夫だと思うのですけ

れども、大きい地震だと井戸は潰れます。 

使えない。 

いや。うち、浅い井戸は掘りますけど、潰れてしまと水上がってきま

せんから。海岸線だと６メートルくらい。それ以上だと今度、鉄分とか

塩分とか出てしまいますので。影響は出ないとは思うのですけど、ちょ

っとそれは定かではないです。土の中にパイプを入れておくという状態

の井戸ですから、あんまり地震が強いと潰されるとか、曲がってしまっ

て面積が小さくなるとかっていう恐れは。 

今回は津波がきてしまったものですから、まるっきり塩水です。だか

ら海岸線の井戸は壊滅状態だったのです。洗剤の泡が立たないくらい塩
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分濃度が上がってしまいましたので。あとはろ過装置があればというこ

とになりますけど。 

いいですか、会長。 

どうぞ、石橋委員 

石橋です。今、山崎委員さん、飯島委員さんから、多様な対応につい

て色々なお話があったのですが、この議論はですね、今、区長会の会長

さんやっています今関会長が、やっぱり音頭を取っていただいて、区長

会でもっと煮詰めてもらう必要があると思うのですよ。区長会が中心

で、今言った山崎さんの方の消防団だとか、色んな団体さんと競合して

やらなければ。一つの問題でも、食料の問題、水の問題、それから避難

場所の問題、津波をどれくらい想定するか。これね、もう一つ一つ全部

大事なことなのですよ。 

私が一人、体験というとおかしいのですけど、実際、銚子へ行く途中

の、飯岡で今回、相当な被害がありましたね。あの状況を見ますとね、

私のこの目で見た範囲であれですけれども、あそこで全部、山武市と同

じように海抜のメーター表示があるのですよ。で、被害のあったところ

は、５ｍ以下のところはみんなその被害に遭っているのです。6ｍになっ

ているところは被害が免れているのですね。だからあの海岸線でもね、

蓮沼が今、２ｍ３ｍくらいしか、海岸線で 1.2ｍとかっていう、非常に低

い海抜なのですけど、飯岡あたりで４ｍ50 位の海抜のところがもう、家

がなくなってしまっているのですよ。ちょうど飯岡荘の周辺のところ

が、蓮沼より海抜高いのですよ。蓮沼は今、大体、丘でも高いところで

３ｍくらいしかないのです。ところが被害に遭っているところは４ｍ50

でもう家がなくなってしまっている。 

だから、津波の大きさというのはどういうふうに影響してくるのか、

私にもわかりませんけれども、今回、市の方で作っていただいたマップ

でも色々ありますけれども。さっき会長さんがおっしゃった、市でどう

いうことを考えていらっしゃるのかというお話が、私にもちょっとよく

分かりませんけれども、何メートルの想定の場合の被害をどうすると

か、避難場所は既に決めていただいている訳ですよね。だから今度、

我々がやることは、区というか、むしろ各地区、自分たちの地域でどう

いうふうな避難訓練をしていったらいいかというか、地元でそれを詰め

ていかないことにはしょうがないと思うのですよ。 

地元で、隣近所どういう人たちが、この前、会長もおっしゃっていま

したけれども、災害弱者といいますか、私みたいな身体障害者だとか、

高齢者で一人で逃げられないような人たちもいっぱいいる訳ですよ。だ

からそういう人たちの対策。逃げる場合、蓮沼の場合は、小学校へ行く

か中学校へ行くか別としても、どこの地区はどこへ逃げましょうとい

う、そういう話し合いをね、克明な話し合いを作っておかなかったら、

これはしょうがないと思うのです。そのために、今度その避難場所に行
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今関会長 

った、避難した人たちが、今度は誰の指揮によって動いたらいいか。そ

の時に指揮者決めておいたって、指揮者が誰が来てくれるかわからない

訳ですよ。ですから市役所の出張所の方も当然一生懸命やっていただい

ていますけれども、出張所の誰かがそういう被害の場合に、災害時にそ

ういう避難所の指揮官をしていただくか。あるいは区長がやるか、消防

団長さんがやるか、その辺だって、やっぱり決まってないとね、もう各

地区ごとに、内容的にはその組織の内容を分かっている人は多いと思う

のですけれども、全体の住民が、ほとんど右往左往してしまいますか

ら、こういうときにはどうしましょうという、事前の打ち合わせという

ものを何らかの形で、今回、防災組織もあると会長さんおっしゃってい

ましたから、その辺の詰めを、各地区ごとに詰めていただくような方向

で、区長会辺りでですね、非常にそういう綿密な計画を立てていただく

ようなご指導をいただいて、その上で今度市役所との関連をどういうふ

うにしていったらいいかと、一つずつ詰めていかないと、これは難しい

と思うのですね。 

防災の避難場所に食料が来ないとか何とかっていうのもありますけれ

ども、それ以前に、では私なんか蓮沼のうちの西岡地区っていうのは、

西岡の住民は、では蓮沼小学校へ行きますとか、中学校へ行きますと

か、それをある程度、区で話し合って、で、いけない人は誰かに拾って

行ってもらうというような対策っていうものを、事前に、何回も何回

も、会を重ねて話し合いをする必要があるように、私は思うのです。で

すからその辺の組織を、やっぱりリードをしていただくには、今回の組

織としては、自主防災組織を中心とした、区長会でやっていただくの

か、防災組織でやるか、消防団で、色々あると思うのです。それを競合

してやってもらわないことには、やっぱり進まないと思うのですね。 

だから地区は地区で、市役所を頼らないというのは、会長さんおっし

ゃっていますけど、まさにそうだと思うのですよ。ですから、市役所に

お願いする部分は、避難場所に食料をどれくらい配置してくださいよと

いった、数字的なものをまたお願いせざるを得ないと思うのですけれど

も、まず第一には、避難する場合、どこへ誰が行くというものを明確に

しておかなければいけないと思うのです。 

ですから、今年の３月 31 日、やりましたよ、私は松尾役場まで逃げま

したけれども、行っても、さっき総務部長さんがおっしゃるように、行

ってもただそこで顔見て帰ってくるだけで、終わらせてしまったのです

よ。あれ、せっかくやった以上は、もうちょっと何かこう、訓練した以

上は、どこでどういう経路で、どういう道が混んでましたかとか、そう

いう調査したりですね、どの経路を通ってきましたかという、そういう

克明なデータを取れる時期だったのに、何故それやらなかったのかとい

うふうに私は思うのですね。 

それ取ったよ。 



- 18 - 

石橋副会長 

今関会長 

秋葉委員 

今関会長 

秋葉委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ありますか。私、だって聞かれませんでしたよ。 

いや違う。道路を、あそこでもって私達が全部取りました。 

一つ、いいですか。 

はい。 

秋葉です。今日、地域審議会ありまして、総合計画の進行と出ていま

したけれども、これだけ蓮沼地区の地域審議会で、震災、津波について

の、もう他のことは出なくて、これだけどうしようと復旧に入ってく

る、この地区はもうこうなのです。被災地でありまして。それが今日の

地域審議会一回目なのに、せっかく良い復興計画がまとめてあるのに、

そのことについて、総合計画だけの進行だけではなくて、復興計画につ

いて、山武市として他の地域の皆さんにどうしてそれを説明する機会が

なかったのかなということは、海岸地区蓮沼のこれだけ激論が交わされ

ているのに、やはり情報の共有という意味で、山武市の人たちにも、や

はり市としてこれだけのものをまとめて、ハードソフトについて、予算

を使いながらも、蓮沼、それから成東海岸地区にしているのですよとい

う、そういうところをもって蓮沼地区の激論が多少和らいで、ハートな

のですよ。お金でできないことは思いやり。 

さっき、奇しくも石橋副会長が言いましたけど、行って、ああご苦労

さまではなくて、本当に真剣みがある防災訓練ができるかどうか。

我々、ちょっとこういうことになると、普段は飲んで騒いでいても、や

っぱり改めてどうするのだよと、でもその時はてんてこだっていうのは

分かっていながらも、皆、紳士淑女ですから、地域のことを、他の人を

考えているのですけど、そういうところでやはり、立派な復興計画が２

月３月にできたら、そういったことを、他の関係ないといったら失礼か

もわからないですけれども、説明して、こういうのがまとまりました。

それから、山武市蓮沼で被災された方、陸前高田で被災された方、被災

地としての規模は違っても、1 個人にすれば同じなのですよ。それに対す

る思いやり、そういったところがやっぱりね、違うからといってちょっ

と愛情っていうのかな、クレーマーについては聞くだけで９割は解決す

るってある人の話を聞いたことありますけど、やはりハートを持って接

するというところで、ある程度。ただ、私も観光と蓮沼地区の方でそう

いったところに出てますと、もう復旧の話に行ってますけれども、津

波、地震の被災のみならず、風評で我々観光についてももの凄く被害を

受けているのですね。そういったところで、昨年一年間は、被災地であ

ることを表に出して良いものか非常に悩みましたけれども、幸いにし

て、被災地でありながら、隠れた被災地ということで、マスコミに登場

していなかったということで、今年からＳ１グランプリや色々と仕掛け

はしているのですけれども。だけれどもやはり、あまりにも日本の中に

おける風評っていうのですか、そういったものも多く、なかなか回復し

ていないというのが実態で。あとは細かいこともいっぱい、実は市の方
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に訴えたいことも聞いていただきたいこともあるのですけれども、時間

の関係もありますし。ですから一つだけ、津波の避難タワーとおっしゃ

いましたけれども、それはもう前提にそういうことをしているのか、決

まっているのか。私はタワーを作るのであれば、スカイツリーを超える

くらいのものを作ると非常にやっぱりいいなぁというのが本当のところ

ですよね。中途半端なもの作るのではないと。わずか何カ月かで５３１

万人来たというのですからね。黙っていても、わんさか山武市に来てお

金を落として行くということなるから。以上、余計なことでしたけれど

も。そうだ、出さなかったのは、何で出さなかったの、それちょっと。 

どうぞ。 

ありがとうございます。弁解するつもりもないのですけれども、確か

に説明する必要があったというように今感じております。実は先ほどち

ょっと、経過でも説明していましたように、３月の地域審議会の際に、

審議会でお示しして、ご説明しておりました。なものですから、今回は

全体の総合計画だけの話になってしまいましたけれども、今日、会長の

方から、防災訓練やらあるいは蓮沼出張所というものに的を絞ってにな

るかどうかはあれですけれども、避難施設の話も出ましたので、もう一

度、地域防災、全体の復旧復興計画をどう考えているのだということ

が、必要であれば併せてまた会長にご相談させていただいて、ご説明の

機会を作らせていただきたいと思います。 

時間が、なにしろありません。ですので、大変恐縮ですけれども、７

月中くらいでいいかしら。７月中くらいに２つ、私が申し上げました避

難の問題について、皆様からもご意見をいただきたいと思います。で、

勉強会を致したいと思います。それと、タワーの問題について、皆さん

とご議論を致したいと存じますので、日にちの方が決まり次第。いつご

ろ、日曜日、普通の日で良いかしら。皆さんのご都合をお尋ねしておき

ましょうか、７月の。特に悪い日がなければお任せをいただいてという

ことで。 

時間帯を何時くらいにするかですよね。 

うん。 

曜日もだね。 

悪い日、７月 28 日でしょう。サマーカーニバル。 

その日だけはダメでしょう。 

ではお任せいただいくということで、よろしいですか。時間のご希望

は。結構ハードな議論になると思います。きちっとした形で市の方に答

申という形を取りたいというふうに思います。防災訓練については皆様

からご意見をいただいて、そのご意見をもって、市の方にお願いをする

というよりも、区長会とも議論しなければなりませんし。それから、区

長会も７月中には開いて、防災訓練について、皆さんから、どうするか

ということをご意見をいただこうというふうに思っていますので。お任
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せいただいてよろしいでしょうか。 

（場内より「はい」の声あり） 

はい、ありがとうございます。 

では、大変ハードな議論になると思いますけれども、これは是非、き

ちっとした形で。例えば訓練でも、あるのですよ、たくさんのご意見

が。それを全部拾うというのも大変なことでしょうけど、できるだけご

意見に沿うように。例えて申しますとね、車の交通調査は、地域再生協

議会が全部やっています。あそこで通るのを。 

それ、やっている道もあったのですよ。でも私なんかが通ってくる農

道なんかでは全然行き合いませんでしたからね。 

農道ではできないですからね、およそのね。私達は、交通量調査につ

いては、道がいっぱいになって動かなくなってしまうではないかなって

思っていたのです。だけども、これは参加者の問題なのですよ。参加者

がどの程度あったかという問題であって、皆さん全員車で逃げてくださ

いって言えばね、もう少し。だけど本番の時は多分、皆さん全員が車で

逃げると思うのです。だから本当は、車で皆さん行ってくださいという

ふうになれば、もう少し違った条件が出るかもしれない。それはだか

ら、どうするかということを皆で議論しなければならない。だめなので

す。 

私もね、せっかくああいうチャンスを貰ったのですからね、やる以上

は、やっぱり区長さんもそれは十分お考えであったと思うのですが、区

長会辺りで、各地区ごとに話し合いをさせた方がよかったのですよ。隣

近所の人が、俺のとこは行く、俺のとこは行かないとか、そういうこと

が、自主判断でやってしまっていたのですよ。だから少なくとも、区会

あたりで、こういうことやりますから協力できる方はやりましょうよっ

て、お互いの話し合いの機会を、私なんかは待っていたのですけど。そ

れが一切なくて、もう全部自主判断でやったでしょ、だから右往左往し

ていたのですよ、はっきりいうと。だから行った人も、大平小学校へ車

で逃げた人も、ああ今あそこいっぱいだから、入ってしまうと今度出て

こられなくなってしまうから、仕事、野菜の出荷があるから出られない

から、ではここで帰ろう。そういう人もいるのですよ。だからそういう

事前の話し合いを、これどうしても必要だというふうに、私は強調した

かったのです。以上です。 

今、区長会で多分行うというふうに思っているのは、多分市の方で協

議して、要支援者についての取り扱いについては、市と話し合いをして

います。市の方から、要支援者の方々にダイレクトメールが行きます。

で、私は自分で逃げるからいいです、という人についてはサポーターは

付きません。どなたかのサポーターが欲しいです、という方について

は、その名簿を区長に開示してくれるということになっています。その

開示を受けて、それこそ区会を開きます。そして二人ずつ要支援者につ
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いてサポーターを付けるという作業を、今、市の方でするということは

話し合いができています。市の方が、その方に、７月中くらいに、要支

援者の皆さんにサポーターが欲しいですか、と。欲しいと言われた方に

ついては個人情報保護法がありますけれども、それは回避して、区会を

開いて。その区会を開くときに、飯島委員が冒頭でおっしゃった、あの

津波の映像を区会毎に観ていただいて、話し合いをしたらいいのかな

と、実は思っています。区長会としては、そういう考え方を持っていま

す。で、蓮沼で 11 月 11 日に行うのについては、区長会連合会の方でも

議論しようと思っています。皆さんがどういうふうにご発言をなさるか

は分かりませんけれども、その時にそれぞれの区長の方々がそれぞれの

地区で行いたいとご発言になるか、その辺も見極めて対処を致したいと

いうふうに思っています。以上です。 

時間も大変押してきておりますので、この問題については７月中に皆

様にもう一度お集まりをいただいて、避難訓練についての様々なご意見

をいただいて、それをもとに是非とも話をして、計画を練っていくつも

りでおります。タワーについては、是非推していきたいというふうに考

えておりますので、皆さんのお考えで、どんなものをそこに付与してい

ったらいいのかというようなこと。もしかしたらそういうことを発表し

て、蓮沼の皆さんにアンケートを取るということもいいかな、まあ様々

なこともあるでしょうけど、その辺のことも含めて、お考えをまとめて

おいていただけたらと思います。 

長い時間にわたりまして、お集まりをいただき、ご意見をいただきま

して、ありがとうございます。一番最後に、大変恐縮ですけど、副会長

就任のご挨拶をお願いいたします。 

もう会長さんが全部言っていただいたので、私からは何も申し上げる

ことないのですけれども。私、いろいろと、何といいますか、お友達か

ら聞くことも多いものですから、こういう情報がありましたら、皆さん

によく聞いていただいて、この地区でより良い方法ができたらいいなと

思っておりますので、これからも、そういうことで、また皆さんとお話

合いができたら良いと思いますので、なにぶんよろしくお願いしたいと

思います。どうもありがとうございました。 

（拍手） 

それでは以上を持ちまして、第一回の地域審議会を終了させていただ

きます。長時間にわたりまして、ご意見をいただきまして。ありがとう

ございました。なお、７月中には会を予定しておりますので、その時に

は是非、活発なご議論を頂戴したいと思います。ありがとうございまし

た。 

 

 

 


